H23年　11月度　グリーン委員会議事録と報告
日時：H23年　11月13日（日）
於：BWCラウンジ中２階
出席者：小倉正彦、山田高行、清水良子、波多野琢磨、宮田謙一、宮田鈴子、宮田杏奈、乗浜誠二、大嶋康、大嶋ナガミ、大槻次郎、吉野弘子、頴原千穂、村岡純一、村岡早苗、小賀坂善久（視察プレイのみ）（順不同）
井之上アドバイザー、田中キーパー
視察プレイ後、ミーティングを行ない、コースについて各自気づいた点を報告し合った。

· 全体にグリーンがかなり改善されてきた。
· 13番Ｈの青ティグラウンドの荒れが目立った。

· 3番Ｈ、８番Ｈ、15番Ｈのグリーン張り替え跡が荒れている。

· みみずのフンが目についた。

· 18番Ｈの池の水が、藻のせいか濁っている。

· ３番Ｈ白ティ後ろの砂桶が壊れている。

· ７番Ｈから８番Ｈへ上がっていくところにある、椎の木が枯れかかっている。

· ９番Ｈの100ヤード杭がぐちゃぐちゃになっている。
· ３番Ｈのグリーン芝の張り替えが行なわれたようだが、まだ不完全。

· 13番Ｈカート道左のゾーンが湿地帯になっている。

· 雑草は、気づいたときに抜くように心がけたい。

· グリーン委員会からメンバー全体に向けて、デボット直しの徹底を呼びかけてはどうか。

· グリーン上のボールマークが多い。黒くはげてしまうのはなぜか？
→ボールマークの直し方がよくないと、へこみが直らずはげたようになってしまう。へこみの真ん中に向かって寄せるようにして直してほしい。浅いボールマークも同様に直してほしい。芝のへこみは、砂袋が手元にない場合、アイアンなどで軽く叩いて直してもよい。

（井之上アドバイザー）

· グリーン上を歩くと足跡がつくような、柔らかすぎる状態になってしまっているところがある。
→今年は残暑が厳しく、芝が焼けてしまった。メンテナンスのために肥料を多めに撒いたので、現在グリーンが柔らかくなっている。今後、もう少し硬く仕上げる予定（田中キーパー）

· バンカー内に動物の足跡が見られる。犬ではないようだが？

→11番Ｈグリーン後ろにも足跡が見られるが、おそらく、イノシシや鹿と思われる。コース内のミミズを餌にねらって出没している。今までのところ問題は起きていないが、何かあれば対処する。（田中キーパー）
· コース内の排水溝に土砂がのって、ふさがっているような状態になっていたら、取り除いたほうがいいか、迷う。

→そうしていただければと思う。（井之上アドバイザー、以下同）
· 13番Ｈのグリーンにティショットが届かず、手前の土手にボールがぶつかることがある。土手傾斜地が野芝なので途中で止まってしまい、落ちてこないことが多いが、転がり落ちやすい芝にしたほうがよいのではないか。また、13番Ｈのティグランドの改良がなかなかうまくいなかい。いい方法、案があれば皆さんにも出していただければと思う。
· ＢＷＣの芝の目は、他コースに比べて粗いように見受けられるが、なぜか？　枯れている箇所も多いように思われる。
→ＢＷＣはこれまで、あまり肥料を与えずに管理してきたので、その影響と思われる。が、これからは芝のようすを見ながら、肥料を１割程度増量する予定。芝の枯れに関しては、地域的なものも関係している。牛久は千葉の中でも気温が低く、周囲より1～2度低いことも。よって、他のゴルフ場と比べて、芝が早く黄色くなる傾向にある。また、使っている芝の種類も関係している。ＢＷＣの芝は品種が古く、目が粗い種類。予算の問題もあり、一斉に新しい、目の詰んだ種類―ニューベントなど―に変えることはできないが、ダメージの大きい箇所などを優先的に変えていく。
その他
・現在、コジロー会員を増やすべく、グリーン委員会のメンバーも友人、知人に声をかけ、増員に貢献している。「今後もよりいっそう、仲間勧誘に励もう」と皆で意思を確認し合った。

理事会報告
· 非公式だが、メンバーから、「コース管理について、メンバーからの意見、指摘を募る目的で、目安箱のようなものを設置してはどうか？」という意見があった。過去に置いていたことがあったが、あまり意見が出ず撤去された経緯もあるので、検討の余地あり。

· クラブの定款の改正が進行中。総会には極力出席してほしい。

· 今年もクリスマスパーティのテーブルオーナメント作りはグリーン委員会が担当する。前日12月10日（土）に作成を予定しているので、参加できる方はお願いしたい。
次回は12月４日（日）に、フェローシップ委員会との対抗戦を予定しています。
